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ミレニアム・プロジェクト「ダイオキシン類・環境ホルモンの

適正管理、無害化の促進」平成１２年度評価報告書（案）

　ミレニアム・プロジェクト（新しい千年紀プロジェクト）は、平成１１年１２月、当時

の小渕内閣総理大臣の下、新しいミレニアム（千年紀）の始まりを目前に控え、人類の直

面する課題に応え、新しい産業を生み出す大胆な技術革新に取り組むこととして、始まっ

た。

　また、ミレニアム・プロジェクトの１つである「ダイオキシン類・環境ホルモンの適正

管理、無害化の促進」は、平成１４年度末までに、ダイオキシン等総排出量の約９割削減、

環境ホルモンについて、優先的に取り組むべき物質についてのリスク評価、平成１７年度

末までに、中小企業者の保有するＰＣＢの５割無害化を実施するものであり、１５の事業

より構成されている。

具体的な事業内容の構築に当たっては、省庁横断的な取り組みと官民の十分な連携を図

ることはもとより、明確な実現目標の設定、複数年度にわたる実施のための年次計画の明

示や有識者による評価・助言体制の確立を図る等の新たな試みを取り入れている。

本評価・助言会議は、「ダイオキシン類・環境ホルモンの適正管理、無害化の促進」に

ついて評価・助言を行うために設置されているが、平成１２年度が終了したことに伴い、

各評価・助言委員からの意見に基づき、今般中間評価として「初年度の評価書」を以下の

とおり取りまとめた。

※　本評価・助言会議の構成員及び開催経緯については、別紙参照。

Ⅰ．「ダイオキシン類・環境ホルモンの適正管理、無害化の促進」の概要

１．目標

・2002年度までに、ダイオキシン等総排出量を約９割削減するとともに、環境ホル

モンについては、優先的に取り組むべき物質について、リスク評価を実施する。

・2005年度までに、中小企業者の保有するＰＣＢの５割を無害化する。



２．プロジェクトの概要

＜ダイオキシン関連技術開発等のダイオキシン類削減策、ＰＣＢの無害化＞

　【実現目標】

・2001年度までに、ＰＣＢ無害化処理に係る実験処理施設を整備し、その周辺環境の

監視・評価を行うことにより、ＰＣＢ含有機器の安全な収集・運搬・処理のシステ

ムを確立する。

・2002年度までに、超臨界流体を活用して、ダイオキシン類等の難分解性の化学物質

やＰＣＢを含んだ有害な固体（例：汚染された土壌）を分解・完全無害化する技術

を確立する。

【個々の実施目標】

○2001年度までに、ＰＣＢ無害化処理に係る実験処理施設を整備し、その周辺環境の

監視・評価を行うことにより、ＰＣＢ含有機器の安全な収集・運搬・処理のシステ

ムを確立する。

○2002年度までに、

① ダイオキシン類の測定について、簡易測定法及びより低コストで迅速に実態把握

を行うための測定法を確立する。

② ダイオキシン類について、常時監視に合わせた重点的な調査を行い、その排出抑

制・削減対策の手法を確立する。

③ 超臨界流体を活用して、ダイオキシン類等の難分解性の化学物質やＰＣＢを含ん

だ有害固形物質を分解・完全無害化する技術を確立する。

④ 河川、下水道、建設現場の土壌におけるダイオキシン類等の化学物質について、

安全性管理方法を確立する。

＜環境ホルモンのリスク評価、適正管理技術の開発＞

　【実現目標】

・2002年度までに、環境ホルモン物質として疑われている優先的に取り組むべき化学

物質について、人の健康、野生生物等の生態系に及ぼす影響に関するデータを取得

し、有害性評価を行う。

・2002年度までに、食品に含まれる環境ホルモン物質について不活性化・除去する技

術を確立し、また、環境ホルモン物質が溶出する恐れのない食品包装容器を確立す

る。



【個々の実施目標】

○リスク評価の実施

2002年度までに、以下を実施する。

① 優先的に取り組むべき化学物質（40物質以上）について、スクリーニング試験

法等により、人の健康や野生生物等の生態系に及ぼす影響に関するデータを取

得し、有害性評価を行う。

② 化学物質の構造から環境ホルモン作用の有害性予測を迅速に行うシステム（構

造活性相関システム）を開発する。

③ 環境ホルモン物質が海洋水産資源に及ぼす影響について有害性評価を行う方法

を確立する。

④ 環境ホルモン物質が野生生物等の生態系に及ぼす影響について有害性評価を行

う高感度なスクリーニング試験法を確立する。

⑤ 農薬が環境ホルモン物質として、人の健康や水産物、野生生物等の生態系に及

ぼす影響について、有害性評価を迅速かつ高精度に行う試験方法を開発する。

　2004年度までに、

⑥ 国民の身近に存在する化学物質（約百物質）について、上記の構造活性相関シ

ステムを活用し、有害性評価を拡充して行う。

○適正管理技術の確立

　2002年度までに、

① 食品に含まれる環境ホルモン物質について不活性化・除去する技術を確立する。

② 環境ホルモン物質が溶出する可能性のない食品包装容器を開発する。

③ 環境ホルモン物質として対応すべき重要性が特に高い化学物質（５物質）につ

いて、微生物等を活用して分解・無毒化する技術の開発、木炭等により吸着除

去する素材の開発等を通じて、農耕地からの流出・拡散を防止する技術を確立

する。

　2004年度までに、

④ 環境ホルモン物質は環境中に極く微量に存在するため、検出・測定に多くのサ

ンプルと時間と費用を要するところ、高感度（現在の1000倍）・高速（現在の

約１／７）・安価（現在の約１／２５）かつ広域的に検出・測定することを可

能とする技術を確立し、正確な測定方法に基づく信頼性の高いモニタリングや

情報提供を行うことを可能とする。



Ⅱ．平成１２年度評価・助言

　プロジェクト全体及び各事業について、現状分析、実施目標の達成度、具体的改善を

中心に検討を行ったところ。その概要は以下（詳細は別紙２）の通り。

１．現状分析

ダイオキシン関連技術開発等のダイオキシン類削減策、環境ホルモンのリスク評価、

適正管理技術の開発など、調査、研究、開発に関する実施計画及び体制について、大

筋では妥当であるが、一部で事業間の適切な連携がなされていないと思われるため、

その点については改善すべきである。

２．実施目標の達成度

　実施目標の達成度は、個別事業により若干の相違はあるが、実行可能な実施目標が

多いこともあり、総じて年度の目標を達成していると思われる。ただし、今後の個別

の事業の実施目標の設定については、以下のような点を考慮すべきである。

・ ダイオキシン類９割削減などの既定の大目標を達成するための手段としての個々の

事業の目標を具体化するとともに、その目標に対する達成状況をモニターする必要が

ある。

・ ダイオキシン類の排出量だけでなく、環境中の移動量、また人体や生物中の蓄積量に

ついて経年変化をみていく必要がある。

３．具体的改善点

　　研究・開発計画及びシステムに関して、以下の点について改善を図るべきである。

（１）プロジェクト全般について

・ できるだけ、国民一般がわかるような形で公表するべきである。

・ プロジェクトの実施に当たっては、関係府省での定期的な連絡会議の開催や、それ

ぞれのテーマ毎に全体をまとめる統括研究者を配置することで、プロジェクト全体

としての総合化を図り、適切にプロジェクト全体の進行管理を行うべきである。

・ プロジェクトを推進するために個別の事業の成果を関係府省で一層早く共有できる

ようにすることが必要である。

・ このプロジェクト自体は、PCB、ダイオキシン類、環境ホルモンに対象を絞ってい

るが、危険性のある化学物質については、適宜対象を広げるべきである。

・ 共通のテーマ、あるいは連携すべきテーマの研究者の連絡・討論が組織されると良

い。



（２）ダイオキシン関連技術開発等のダイオキシン類削減策等について

・ PCB の処理システムについては、単に工学的なものではなく、地元住民の受容･参

加を可能にするプロセスという社会化学的な要素も含むものとして組み立てられる

必要がある。

・ 「ダイオキシン類」では、信頼できる測定システムを確立してほしい。特に影響評

価については、対策に資することのできる数量的なリスクの明示をするべきである。

・ ダイオキシン類の排出抑制、削減手法等の確立のためには、適切な排出基準設定な

どの他に、最新の処理技術に関する情報の整理が必要である。

・ ダイオキシン等難分解性化学物質の無害化技術開発に関しては、費用・効果、環境

安全性等にも十分配慮し、他の手法との比較を行う必要がある。

（３）環境ホルモンのリスク評価、適正管理技術の開発について

・ 「環境ホルモン」については、リスクアセスメント方式を確立し、リスクマネジメ

ントに直結させてほしい。

・ 水環境挙動モデルに関しては、今後、検証例数を増やすとともに動的モデルへの適

応拡大し、モデルの整合性を高める努力が必要がある。

・ 環境ホルモンについては、非常に微量でも作用を及ぼすことが懸念され、今後、環

境ホルモンの分解技術についての研究の推進も必要である。

・ ダイオキシン類、PCBはそれ自体環境ホルモンであるが、その他の化学物質とは本

質的に異なり、化学物質のリスク管理については、管理すべき物質の特性により手

段が異なるため、柔軟な考え方が必要である。

４．その他

　　研究・開発にあたり、上述の他、以下の点に留意すべきである。

・ 行政や事業者、国民、ＮＧＯが正確な情報を共有するための情報開示、公表が必要

である。

・ ダイオキシン類の測定は地方自治体の分析機関、民間の分析によりなされているが、

現在分析能力を上回る需要があるとも言われている。過度の集中により精度の低下

を招かないようにすべきである。

・ ダイオキシン類や環境ホルモンなどの化学物質の安全管理に関する国家プロジェク

トを進めるためには、化学品安全の専門家の参画が必要であるため、国としてもそ

のような専門家の育成が必要である。



Ｂ　評価の詳細
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に
お
い
て
は
、
特
に
試
験
法
の
開
発
が
重
要
で
あ
り
、
省
庁
間
の
一
層
の
情
報
交
流
・
連

携
で
、
実
を
あ
げ
る
べ
き
で
あ
る
。

・
 
環
境
ホ
ル
モ
ン
の
不
活
性
化
・
除
去
な
ど
の
技
術
開
発
に
つ
い
て
は
、
環
境
ホ
ル
モ
ン
自
体
が
単
一
の
物
性
を
持
つ
も
の
で
な
く
、

単
一
の
概
念
、
技
術
で
対
応
で
き
る
と
考
え
に
く
い
た
め
、
技
術
の
開
発
コ
ン
セ
プ
ト
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

実
施
目
標
の
達

成
度

・
 
立
ち
上
げ
の
時
期
だ
が
、
実
行
可
能
な
実
施
目
標
が
多
く
、
達
成
度
は
概
ね
高
い
。

P
C

B
事
業
は
是
非
目
標
を
達
成
す
べ
き
で
あ
る
。

・
 
実
施
目
標
の
達
成
度
は
、
個
別
事
業
に
よ
り
若
干
の
相
違
は
あ
る
が
、
総
じ
て
年
度
の
目
標
を
達
成
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

・
 
個
々
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
な
り
に
進
捗
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
、
現
状
分
析
や
具
体
的
な
改
善
点
を
生
か
せ
る
よ

う
な
柔
軟
性
の
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
営
が
望
ま
れ
る
。

・
 
良
く
取
り
組
ま
れ
て
い
る
が
、
続
け
る
こ
と
に
よ
り
、
実
効
が
よ
り
一
層
あ
が
る
こ
と
を
望
む
。

・
 
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
９
割
削
減
な
ど
の
既
成
の
大
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
の
個
々
の
事
業
の
目
標
を
具
体
化
す
る
べ
き

で
あ
る
。

・
 
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
９
割
削
減
な
ど
の
次
に
、
環
境
中
だ
け
で
な
く
人
体
や
生
物
中
の
蓄
積
量
に
つ
い
て
経
年
変
化
を
み
て
い
く
必
要



そ
の
他

・
 
行
政
や
事
業
者
、
国
民
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
正
確
な
情
報
を
共
有
す
る
た
め
の
情
報
開
示
、
公
表
が
必
要
で
あ
る
。

・
 
「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
」、
「
環
境
ホ
ル
モ
ン
」
に
つ
い
て
、
適
切
な
リ
ス
ク
評
価
の
確
立
に
向
け
て
、
研
究
体
制
を
整
備
す
る
必
要
が

あ
る
。

・
 
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
測
定
は
地
方
自
治
体
の
分
析
機
関
、
民
間
の
分
析
に
よ
り
な
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
分
析
能
力
を
上
回
る
需
要

が
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
過
度
の
集
中
に
よ
り
精
度
の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

・
 
現
在
、
実
施
さ
れ
て
い
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
除
去
対
策
事
業
な
ど
で
採
用
さ
れ
て
い
る
処
理
技
術
に
関
す
る
情
報
の
整
理
が
、
本

研
究
の
促
進
に
当
た
っ
て
重
要
で
あ
る
。

・
 
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
や
環
境
ホ
ル
モ
ン
な
ど
の
化
学
物
質
の
安
全
管
理
に
関
す
る
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
た
め
に
は
、
化
学
品

安
全
の
専
門
家
の
参
画
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
国
と
し
て
も
そ
の
よ
う
な
専
門
家
の
育
成
が
必
要
で
あ
る
。

・
 
実
施
形
態
と
し
て
の
委
託
が
多
段
階
に
わ
た
る
も
の
に
つ
い
て
、
方
法
等
を
改
良
で
き
る
な
ら
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。



１
　

P
C

B
含
有
材
料
の
安
全
な
収
集
･
運
搬
･
処
理
シ
ス
テ
ム
の
確
立

現
状
分
析

・
計
画
段
階
か
ら
の
情
報
公
開
が
必
要
で
あ
る
。

・
民
間
事
業
者
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
の
概
要
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
民
間
業
者
の
事
業
計
画
が
従
来
計
画
さ
れ
て
い
た
高
温
焼
却
処

理
方
法
と
ど
の
よ
う
に
異
な
り
、
ど
の
よ
う
な
優
位
点
が
あ
る
の
か
が
不
明
で
あ
る
。

・
 Ｐ
Ｃ
Ｂ
の
処
理
は
、
迅
速
に
行
う
必
要
が
あ
り
、
環
境
省
を
中
心
と
し
て
経
済
産
業
省
な
ど
も
含
め
て
処
理
シ
ス
テ
ム
等
に
つ
い
て
は
、

適
切
な
対
応
が
な
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

・
 事
業
の
進
捗
状
況
は
遅
れ
て
い
る
が
、

P
C

B
に
対
す
る
住
民
の
不
安
が
大
き
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
や
む
を
得
な
い
。
推
進
体
制
、

ア
プ
ロ
ー
チ
は
適
切
で
あ
る
。

実
施
目
標
の
達

成
度

・
地
元
調
整
の
不
調
に
よ
る
工
事
未
着
工
は
大
変
な
こ
と
で
理
解
は
で
き
て
も
、
問
題
の
重
要
性
か
ら
も
強
力
な
推
進
と
早
急
な
取
組
み

が
必
要
で
あ
る
。

・
地
元
と
の
調
整
が
な
か
な
か
進
ま
ず
、
当
初
の
予
定
で
あ
っ
た
平
成

12
年
内
で
の
実
施
は
で
き
な
か
っ
た
点
は
残
念
で
あ
る
。

・
 １
３
年
度
に
は
必
ず
実
施
で
き
る
よ
う
、
民
間
２
社
を
始
め
そ
の
他
希
望
者
を
募
り
、
関
係
自
治
体
に
も
働
き
か
け
、
必
要
な
措
置
を

と
る
べ
き
で
あ
る
。

・
 実
施
目
標
は
、
当
初
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
よ
り
遅
れ
て
い
る
。
原
因
は
地
元
調
整
の
問
題
で
あ
り
、
目
標
達
成
年
度
が
後
に
ず
れ
る
の
は
致
し
方
な

い
こ
と
と
考
え
る
。

具
体
的
改
善
点
・
紛
失
･
不
明
と
な
っ
て
い
る
ト
ラ
ン
ス
･
コ
ン
デ
ン
サ
･
カ
ー
ボ
ン
な
ど
、
廃
Ｐ
Ｃ
Ｂ
の
追
求
も
考
慮
し
て
積
極
的
な
支
援
と
助
成
が
も

っ
と
必
要
で
あ
る
。

・
平
成

13
年
度
に
は
是
非
と
り
か
か
れ
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
Ｐ
Ｃ
Ｂ
の
保
管
･
管
理
体
制
を
も
う
一
度
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

・
事
業
計
画
、
施
設
の
概
要
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
提
示
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
･
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
の
意
義

付
け
が
不
明
で
あ
る
。

・
 処
理
シ
ス
テ
ム
と
は
単
に
工
学
的
な
も
の
で
は
な
く
、
地
元
住
民
の
受
容
･
参
加
を
可
能
に
す
る
プ
ロ
セ
ス
と
言
っ
た
社
会
化
学
的
な

要
素
も
含
む
も
の
と
し
て
組
み
立
て
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。

・
 ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
の
特
効
薬
は
な
い
の
で
、
地
道
に
着
実
に
前
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
他

・
P

O
P

s
条
約
と
し
て
、
国
際
対
応
も
急
が
れ
る
状
況
に
あ
り
、
本
事
業
は
や
り
遂
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



２
－
１
　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
新
た
な
計
測
手
法
に
関
す
る
開
発
研
究
・
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
簡
易
測
定
法
検
討

現
状
分
析

・
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
を
分
析
す
る
場
合
に
問
題
と
な
る
、
分
析
の
精
度
管
理
、
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
・
迅
速
分
析
、
現
場
分
析
法
の
３
点
に

つ
い
て
、
研
究
を
適
切
に
進
め
て
い
る
。
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
測
定
件
数
が
最
も
多
い
と
考
え
ら
れ
る
排
ガ
ス
中
有
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
分
析
の
迅
速
化
の
た
め
に
、
簡
易
分
析
法
を
検
討
す
る
こ
と
は
適
切
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

・
サ
ブ
テ
ー
マ
Ⅰ
、
Ⅱ
、
Ⅲ
に
分
け
、
連
関
を
前
提
と
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
研
究
を
進
め
る
体
制
は
是
認
で
き
る
。
標
準
物

質
に
つ
い
て
試
料
の
吟
味
、
迅
速
分
析
法
で
検
出
器
関
係
と
前
処
理
の
改
善
検
討
は
適
切
で
あ
る
。

・
機
器
を
用
い
た
化
学
分
析
及
び
生
物
試
験
法
の
両
面
で
展
開
し
て
お
り
、
研
究
・
調
査
方
法
は
適
切
と
思
わ
れ
る
。

実
施
目
標
の
達

成
度

・
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
分
析
に
か
か
る
標
準
物
質
に
関
す
る
研
究
で
は
、
異
性
体
濃
度
が

1p
g
以
下
に
な
る
と
精
度
が
悪
く
な
る
な
ど
、
重

要
な
知
見
を
得
て
い
る
。
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
迅
速
分
析
法
に
関
す
る
研
究
で
は
、
小
型

G
C

/M
S
の
適
用
性
の
評
価
を
行
い
、
問
題

点
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
現
場
分
析
用
の
装
置
開
発
に
つ
い
て
は
、
試
作
機
の
問
題
が
多
く
、
こ
れ
か
ら
の
進
展
に
期
待
し
た
い
。

・
実
際
の
排
ガ
ス
に
つ
い
て
、
分
解
能
の
異
Ｇ
Ｃ
／
Ｍ
Ｓ
法
で
分
析
し
た
結
果
を
比
較
検
討
し
て
い
る
な
ど
、
３
年
間
の
う
ち
の
初
年
度

と
し
て
は
、
実
施
目
標
は
ほ
ぼ
達
成
さ
れ
て
い
る
。

・
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
お
い
て
問
題
点
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

・
緊
急
度
が
高
い
簡
易
測
定
法
に
つ
い
て
実
用
化
の
方
策
を
示
さ
れ
た
い
。

・
国
際
レ
ベ
ル
に
ま
で
、
ひ
き
つ
づ
き
と
り
く
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

具
体
的
改
善
点
・
バ
イ
オ
ア
ッ
セ
イ
法
に
よ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
迅
速
測
定
法
の
検
討
結
果
は
、
測
定
の
変
動
誤
差
、
化
合
物
の

cr
os

sa
ct

iv
it

y
の
点

で
よ
い
値
が
得
ら
れ
て
い
る
の
で
、
今
後
は
種
々
の
実
試
料
に
つ
い
て
そ
の
適
用
性
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

・
や
る
こ
と
が
多
い
割
に
は
金
額
は
少
な
い
。

・
地
域
や
民
間
と
の
連
携
を
も
っ
と
強
力
に
す
す
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
だ
ろ
う
か

・
２
－
③
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
成
果
を
つ
な
い
で
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

そ
の
他

・
民
間
分
析
機
関
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
分
析
は
、
精
度
面
で
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
分
析
法
の
簡
易
化
を
進
め
た
時
、
民
間
機
関
で
の
分
析

精
度
が
更
に
劣
化
し
な
い
よ
う
に
、
研
究
成
果
を
う
ま
く
伝
達
す
る
必
要
が
あ
る
。



２
－
２
　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
曝
露
量
お
よ
び
生
体
影
響
に
関
す
る
研
究

現
状
分
析

・
 積
極
的
取
り
組
み
を
評
価
す
る
。

・
 人
体
が
ど
の
程
度
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
浴
び
て
い
る
か
を
、
人
体
試
料
の
分
析
及
び
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
曝
露
の
生
体
指
標
の
両
面
か
ら
明

ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、
適
切
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。

・
 産
業
界
、
大
学
と
の
連
携
も
良
く
バ
ラ
ン
ス
よ
く
推
進
さ
れ
て
い
る
。

・
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
曝
露
量
を
人
サ
ン
プ
ル
で
測
定
す
る
と
と
も
に
生
体
影
響
を
評
価
す
る
指
標
を
新
た
に
開
発
す
る
こ
と
に
よ
り

人
で
の
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
可
能
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る

実
施
目
標
の
達

成
度

・
 実
施
目
標
は
順
調
に
達
成
さ
れ
て
い
る
。

具
体
的
改
善
点
・
 他
省
庁
の
事
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
成
果
を
伝
達
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

・
 生
体
影
響
指
標
と
し
て
い
る
薬
物
代
謝
酵
素
の
変
動
は
有
害
性
指
標
と
し
て
使
え
る
か
は
疑
問
で
あ
る
。
感
受
性
に
対
し
て
は
重
要
な

情
報
を
提
供
し
て
い
る
。

・
 化
学
物
質
に
よ
る
胎
児
の
複
合
汚
染
が
高
い
人
へ
の
影
響
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

・
 人
や
環
境
サ
ン
プ
ル
は
、
大
規
模
に
集
め
て
保
存
し
い
つ
で
も
分
析
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
と
い
い
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
他



２
－
３
　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
簡
易
測
定
法
検
討

現
状
分
析

・
技
術
情
報
の
収
集
、
簡
易
測
定
法
の
公
定
法
と
の
比
較
試
験
、
中
間
的
に
得
ら
れ
た
成
果
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
等
の
方
針
を
是
認
す
る
。

・
従
来
の
高
分
解
能
Ｇ
Ｃ
－
Ｍ
Ｓ
に
代
わ
る
簡
易
な
測
定
法
を
開
発
し
よ
う
と
す
る
研
究
で
あ
る
。
第
１
段
階
で
は
、
比
較
的
高
濃
度
に

適
用
す
る
低
分
解
能
Ｇ
Ｃ
－
Ｍ
Ｓ
を
用
い
る
分
析
法
。
第
２
段
階
で
は
、
前
駆
体
分
析
や
全
量
分
析
法
の
確
立
。
代
替
法
（
イ
ム
ノ
ア

ッ
セ
イ
な
ど
）
の
確
立
。

・
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
測
定
件
数
が
最
も
多
い
と
考
え
ら
れ
る
排
ガ
ス
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
分
析
の
迅
速
化
の
た
め
に
、
簡
易
分
析
法

を
検
討
す
る
こ
と
は
適
切
で
あ
る
。

・
 ダ
イ
オ
キ
シ
ン
簡
易
分
析
法
を
２
段
階
で
確
立
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、
ア
プ
ロ
ー
チ
は
実
際
的
で
あ
り
、
適
切
と
考
え
ら
れ
る
。

実
施
目
標
の
達

成
度

・
低
額
で
の
簡
易
測
定
が
広
く
流
用
で
き
る
。
高
く
評
価
す
る
。

・
平
成
１
２
年
度
中
に
は
第
１
段
階
が
終
了
し
て
お
り
、
目
標
を
達
成
し
て
い
る
。

・
 実
際
の
排
ガ
ス
に
つ
い
て
、
分
解
能
の
異
な
る
Ｇ
Ｃ
／
Ｍ
Ｓ
法
で
分
析
し
た
結
果
を
比
較
検
討
し
て
い
る
な
ど
、
実
施
目
標
は
ほ
ぼ
達

成
さ
れ
て
い
る
。

具
体
的
改
善
点
・
当
面
は
既
定
方
針
に
沿
っ
て
い
く
の
が
妥
当
。

・
緊
急
度
が
高
い
簡
易
測
定
法
に
つ
い
て
実
用
化
の
方
策
を
示
さ
れ
た
い
。

・
で
き
れ
ば
地
方
自
治
体
だ
け
で
な
く
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
に
も
協
力
を
求
め
る
事
が
必
要
で
あ
る
。

・
第
１
段
階
と
第
２
段
階
の
課
題
の
つ
な
が
り
が
不
明
。
特
に
、
代
替
法
の
位
置
づ
け
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
 「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
新
た
な
計
測
手
法
に
関
す
る
調
査
研
究
」
に
お
い
て
も
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
迅
速
分
析
法
が
検
討
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
れ
と
の
重
複
を
さ
け
る
意
味
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
の
進
め
方
、
取
り
組
み
方
な
ど
を
は
っ
き
り
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
 ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
分
析
値
の
信
頼
性
を
確
保
す
る
た
め
、
簡
易
測
定
法
に
お
け
る
精
度
管
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
留
意
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
。

そ
の
他



３
－
１
　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
未
規
制
大
気
汚
染
源
対
策
等
検
討

現
状
分
析

・
調
査
研
究
結
果
の
公
表
を
強
力
に
進
め
る
事
に
よ
り
、
推
進
体
制
が
す
す
み
や
す
く
な
る
。

・
窯
業
関
係
施
設
の
排
ガ
ス
中
の
分
析
を
実
施
し
て
い
る
。
全
国
４
４
地
点
に
お
け
る
大
気
中
濃
度
を
測
定
。

・
未
規
制
発
生
源
調
査
、
環
境
大
気
調
査
が
適
切
な
体
制
、
調
査
方
法
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

・
 平
成
１
４
年
度
に
平
成
９
年
の
排
出
総
量
を
９
０
％
に
削
減
す
る
方
針
達
成
に
向
け
て
、
推
進
体
制
は
概
ね
妥
当
で
あ
り
、
調
査
法
も

適
切
で
あ
る
。

・
 ダ
イ
オ
キ
シ
ン
発
生
源
と
し
て
、
排
出
実
態
の
不
明
な
発
生
源
に
つ
い
て
排
出
実
態
の
調
査
を
行
い
、
平
行
し
て
全
国
の
基
準
点
（
４

４
地
点
）
に
お
い
て
、
大
気
汚
染
の
状
況
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、
５
年
計
画
の
２
年
目
に
あ
た
っ
て
い
る
。
１

２
年
度
に
お
い
て
、
窯
業
施
設
を
調
査
し
て
お
り
、
推
進
体
制
、
調
査
方
法
は
適
切
で
あ
る
。

実
施
目
標
の
達

成
度

・
一
層
の
と
り
く
み
を
期
待
す
る
。

・
 平
成
１
２
年
度
の
実
施
目
標
は
順
調
に
達
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

具
体
的
改
善
点
・
 総
量
規
制
を
導
入
す
る
事
も
必
要
で
あ
る
。

・
 発
生
源
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
ー
を
完
全
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、
主
要
産
業
系
を
網
羅
し
、
且
つ
生
活
系
か
ら
の
発
生
量
に
つ
い
て
も
調
査

が
必
要
と
な
る
。
マ
イ
ナ
ー
な
も
の
を
ど
こ
ま
で
拾
う
か
の
問
題
は
あ
る
が
、
拾
い
お
と
し
が
な
い
よ
う
、
１
３
年
度
以
降
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
他



が
あ
る

・
 
ま
た
排
出
量
に
限
ら
ず
、
環
境
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
移
動
量
に
つ
い
て
も
ま
と
め
る
べ
き
で
あ
る
。

・
 
同
時
に
各
事
業
の
達
成
状
況
を
モ
ニ
タ
ー
す
る
シ
ス
テ
ム
が
必
要
で
あ
る
。

・
 
測
定
法
の
開
発
は
重
要
で
あ
る
が
、
各
事
業
で
連
携
を
と
り
、
で
き
る
だ
け
、
検
出
下
限
な
ど
全
体
の
方
針
を
整
理
し
た
方
が
い
い
。

具
体
的
改
善
点
・
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
た
め
に
個
別
の
事
業
の
成
果
を
関
係
府
省
で
一
層
早
く
共
有
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。

・
 
全
体
的
に
報
告
が
分
か
り
に
く
い
。
で
き
る
だ
け
、
国
民
一
般
が
わ
か
る
よ
う
な
形
で
公
表
す
べ
き
で
あ
る
。

・
 
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
国
際
取
り
決
め
に
基
づ
き
我
が
国
が
分
担
し
て
実
施
し
て
い
る
研
究
課
題
と
、
そ
う
で
な
い
独
自
の
も
の
と

が
あ
る
。
独
自
性
の
発
揮
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
極
力
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
高
い
も
の
を
目
指
し
て
ほ
し
い
。

・
 
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
毎
に
全
体
を
ま
と
め
る
統
括
研
究
者
を
配
置
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
と
し
て
の
総
合
化
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

・
 
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
自
体
は
、

P
C

B
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
、
環
境
ホ
ル
モ
ン
に
対
象
を
絞
っ
て
い
る
が
、
危
険
性
の
あ
る
化
学
物
質

は
も
っ
と
広
い
の
で
は
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
途
中
で
も
、
対
象
を
広
げ
る
べ
き
で
あ
る
。

・
 
共
通
の
テ
ー
マ
、
あ
る
い
は
連
携
す
べ
き
テ
ー
マ
の
研
究
者
の
連
絡
・
討
論
が
組
織
さ
れ
る
と
良
い
。
ま
た
、
情
報
の
公
開
、
広
報

が
ま
と
ま
り
を
強
化
す
る
と
思
わ
れ
る
。

・
 
「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
」
で
は
、
信
頼
で
き
る
測
定
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
て
ほ
し
い
。
特
に
影
響
評
価
に
つ
い
て
は
、
対
策
に
資
す
る

こ
と
の
で
き
る
数
量
的
な
リ
ス
ク
の
明
示
を
す
べ
き
で
あ
る
。

・
 
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
排
出
抑
制
、
削
減
手
法
等
の
確
立
の
た
め
に
は
、
適
切
な
排
出
基
準
設
定
な
ど
の
他
に
、
最
新
の
処
理
技
術
の

関
す
る
情
報
の
整
理
が
必
要
で
あ
る
。

・
 
「
環
境
ホ
ル
モ
ン
」
に
つ
い
て
は
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
方
式
を
確
立
し
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
直
結
さ
せ
て
ほ
し
い
。

・
 
環
境
ホ
ル
モ
ン
に
つ
い
て
は
、
非
常
に
微
量
で
も
作
用
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
、
今
後
、
環
境
ホ
ル
モ
ン
の
分
解
技
術
に
つ
い

て
の
研
究
の
推
進
も
必
要
で
あ
る
。

・
 
農
薬
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
有
害
性
の
議
論
だ
け
で
な
く
、
有
効
性
と
有
害
性
の
バ
ラ
ン
ス
を
十
分
に
考
慮
し
つ
つ
管
理
す
べ
き
物

質
群
で
あ
る
た
め
、
省
庁
間
で
管
理
の
考
え
方
に
つ
い
て
調
整
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

・
 
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
、

P
C

B
は
そ
れ
自
体
環
境
ホ
ル
モ
ン
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
化
学
物
質
と
は
本
質
的
に
異
な
り
、
化
学
物
質
の
リ

ス
ク
管
理
に
つ
い
て
は
、
管
理
す
べ
き
物
質
の
特
性
に
よ
り
手
段
が
異
な
る
た
め
、
柔
軟
な
考
え
方
が
必
要
で
あ
る
。



３
－
２
　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
（
大
気
）
総
量
規
制
総
合
検
討

現
状
分
析

・
 
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
総
量
規
制
を
行
う
場
合
の
必
要
事
項
と
問
題
点
に
つ
い
て
、
適
切
な
検
討
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。

・
 
排
出
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
が
未
完
成
で
、
新
た
な
発
生
源
の
評
価
を
行
い
つ
つ
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
う
点
で
、
難
し
い
。

・
 
調
査
方
法
等
は
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。

実
施
目
標
の
達

成
度

・
 
実
施
計
画
に
従
い
、
目
標
通
り
計
画
が
達
成
さ
れ
て
い
る
。

具
体
的
改
善
点
・
 
推
進
体
制
が
よ
く
な
る
た
め
、
調
査
研
究
の
公
表
す
べ
き
で
あ
る
。

・
 
調
査
報
告
書
に
も
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
拡
散
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
未
だ
多
く
の
未
解
決
な

フ
ァ
ク
タ
ー
が
あ
る
た
め
、
そ
れ
ら
の
デ
ー
タ
の
集
積
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

・
 
大
気
中
濃
度
が
人
の
暴
露
量
と
直
結
す
る
Ｎ
Ｏ
ｘ
と
Ｓ
Ｏ
ｘ
と
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
よ
う
に
大
気
汚
染
を
介
し
て
食
品
に
移
行
し

て
人
体
に
集
積
す
る
物
質
と
で
は
、
総
量
規
制
の
考
え
方
が
異
な
る
と
思
わ
れ
、
論
理
の
構
築
を
急
ぐ
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
他



３
－
３
　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
水
質
環
境
基
準
検
討
調
査

現
状
分
析

・
汚
染
底
質
対
策
と
し
て
セ
メ
ン
ト
固
化
処
置
に
つ
い
て
の
有
効
性
を
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。

・
 ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
水
質
環
境
基
準
の
検
証
及
び
底
質
の
基
準
の
検
討
の
た
め
に
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
生
物
濃
縮
係
数
の
把
握
が
重
要
で

あ
り
、
適
切
な
体
制
、
方
法
等
に
よ
り
検
討
が
進
ん
で
い
る
。

・
 ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
底
質
基
準
の
検
討
に
む
け
て
、
水
系
各
媒
体
間
の
関
係
を
明
ら
か
と
す
る
解
析
及
び
底
質
対
策
工
法
に
つ
い
て
の
予
備
的
な

検
討
を
行
っ
て
い
る
。

実
施
目
標
の
達
成

度

・
 い
ず
れ
も
、
す
で
に
検
討
に
着
手
し
、
基
礎
的
解
析
結
果
が
得
ら
れ
て
お
り
、
所
定
の
目
標
は
達
成
で
き
て
い
る
。

・
 知
見
の
集
積
は
進
み
つ
つ
あ
る
が
、
実
施
目
標
の
達
成
度
は
高
く
な
い
。

具
体
的
改
善
点
・
 汚
染
底
質
の
対
策
工
法
に
つ
い
て
は
、
工
事
を
行
う
こ
と
に
よ
り
か
え
っ
て
汚
染
が
拡
散
し
た
り
、
ま
た
底
質
の
工
事
を
行
う
こ
と
に
よ
り
そ

の
区
域
の
生
態
系
に
悪
影
響
が
出
た
り
し
な
い
よ
う
な
工
法
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
 日
本
人
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
摂
取
量
の
半
分
は
、
沿
岸
魚
の
摂
取
か
ら
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
底
質
か
ら
魚
に
ど
の
程
度
回
帰
す
る
か
は

重
要
な
対
策
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
現
場
で
の
観
測
デ
ー
タ
の
解
析
だ
け
で
は
十
分
な
知
見
が
得
ら
れ
な
い
可
能
性
が
高
く
、
実
験
室
で
の
試
験

も
組
み
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
他

・
農
林
水
産
省
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
調
査
デ
ー
タ
な
ど
も
参
考
に
な
る
。



３
－
４
　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
未
規
制
発
生
源
排
水
規
制
検
討
調
査

現
状
分
析

・
 民
間
企
業
の
協
力
を
得
つ
つ
、
新
た
に
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
排
出
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
５
業
種
に
つ
い
て
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
、
製
造
内
容
等
を

事
前
調
査
し
、
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
５
業
種
と
類
似
の
工
程
を
有
す
る
事
業
場
も
含
め
た
１
４
事
業
場
に
つ
い
て
、
排
出
実
態
調
査
を
適
切
に
進

め
て
い
る
。

・
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
未
規
制
発
生
源
調
査
検
討
会
を
設
置
し
、
学
識
経
験
者
の
技
術
的
、
専
門
的
意
見
を
得
つ
つ
、
こ
れ
ら
５
業
種
を
中
　
心
と

し
た
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
発
生
機
構
の
検
討
等
を
実
施
し
た
。

実
施
目
標
の
達
成

度

・
事
業
の
進
捗
の
評
価
と
し
て
は
、
専
門
家
の
助
言
を
得
つ
つ
、
着
実
に
調
査
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
適
切
か
つ
迅
速
に
調
査
及
び

検
討
が
進
捗
し
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

・
従
来
知
ら
れ
て
い
な
い
新
た
な
発
生
源
等
に
も
切
り
込
ん
で
お
り
、
実
施
目
標
は
十
分
に
達
成
さ
れ
て
い
る
。

具
体
的
改
善
点
・
家
庭
排
水
の
問
題
点
も
検
討
が
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

そ
の
他

　



３
－
５
　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
地
下
水
汚
染
原
因
究
明
手
法
設
定
調
査

現
状
分
析

・
 ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
地
下
水
汚
染
に
つ
い
て
の
知
見
が
少
な
い
た
め
、
研
究
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

・
 モ
デ
ル
実
験
は
、
ペ
ン
タ
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
が
必
ず
し
も
類
似
物
質
と
は
言
え
ず
、
調
査
方
法
に
改
善
す
べ
き
点
が
あ
る
。

実
施
目
標
の
達

成
度

・
 計
画
に
従
っ
て
調
査
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

・
 平
成
１
２
年
度
の
事
業
費
が
極
め
て
わ
ず
か
で
あ
る
た
め
、
実
施
目
標
に
掲
げ
ら
れ
た
大
き
な
目
標
に
対
し
て
は
歩
み
が
遅
い
と
評
価

さ
れ
る
。

具
体
的
改
善
点
・
 ペ
ン
タ
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
を
用
い
た
モ
デ
ル
実
験
を
行
っ
て
い
る
が
、
可
能
で
あ
れ
ば
、
Ｔ
Ｅ
Ｆ
が
小
さ
い
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
異
性

体
を
用
い
て
検
討
で
き
れ
ば
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

・
 よ
り
精
密
な
モ
デ
ル
実
験
を
実
施
し
、
後
で
役
立
つ
知
見
を
集
積
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

・
 情
報
開
示
で
国
民
の
協
力
を
求
め
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

そ
の
他

・
工
場
跡
地
、
焼
却
施
設
周
辺
な
ど
の
調
査
を
可
能
な
限
り
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
市
町
村
の
協
力
も
必
要
で
あ
る
。



３
－
６
　
事
業
名
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
土
壌
環
境
基
準
等
設
定
調
査

現
状
分
析

・
 適
切
な
体
制
・
方
法
で
調
査
が
進
行
し
て
お
り
、
評
価
で
き
る
。

・
 農
作
物
経
由
の
暴
露
リ
ス
ク
等
土
壌
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
起
因
す
る
リ
ス
ク
評
価
の
た
め
の
知
見
の
収
集
は
重
要
。

実
施
目
標
の
達
成

度

・
 実
施
計
画
に
従
っ
て
、
計
画
ど
お
り
進
行
し
て
い
る
。

具
体
的
改
善
点
・
 土
壌
汚
染
実
態
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
の
作
成
及
び
情
報
の
公
開
等
が
早
急
に
求
め
ら
れ
る
。

そ
の
他

  



３
－
７
　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
関
わ
る
最
終
処
分
基
準
等
検
討
調
査

現
状
分
析

・
模
擬
最
終
処
分
場
を
用
い
て
、
最
終
処
分
場
で
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
挙
動
を
測
定
す
る
と
い
う
野
外
実
験
で
、
評
価
す
る

実
施
目
標
の
達

成
度

・
予
定
通
り
に
進
行
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

具
体
的
改
善
点
・
具
体
的
な
結
果
の
公
表
を
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
他



３
－
８
　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
土
壌
汚
染
対
策
費
補
助

現
状
分
析

・
平
成

12
年
度
か
ら
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
よ
る
汚
染
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

実
施
目
標
の
達

成
度

・
平
成

12
年
度
に
お
い
て
は
、
汚
染
判
明
地
域
に
お
け
る
対
策
の
実
施
に
向
け
て
、
地
方
公
共
団
体
に
よ
り
範
囲
確
定
等
の
調
査
が
行

わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
地
域
に
つ
い
て
は
近
く
補
助
要
望
が
行
わ
れ
る
見
込
で
あ
る
。

具
体
的
改
善
点
・
汚
染
が
判
明
し
た
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
、
引
き
続
き
調
査
方
法
等
に
係
る
技
術
的
助
言
を
行
い
、
対
策
の
円
滑
な
推
進
を
図
る
。

そ
の
他



３
－
９
　
臭
素
化
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
人
の
健
康
影
響
に
関
す
る
調
査
研
究

現
状
分
析

・
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

・
臭
素
化
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
人
へ
の
影
響
の
把
握
は
重
要
で
あ
り
、
推
進
体
制
、
調
査
方
法
は
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

実
施
目
標
の
達

成
度

・
順
調
に
進
行
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

具
体
的
改
善
点
・
パ
イ
ロ
ッ
ト
調
査
の
媒
体
の
検
体
数
が
少
な
い
た
め
、
調
査
結
果
の
全
体
の
代
表
性
を
示
せ
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

・
調
査
研
究
の
進
捗
状
況
の
公
開
も
必
要
で
あ
る
。

そ
の
他



３
―
１
０
　
臭
素
化
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
（
大
気
汚
染
源
）
実
態
解
明

現
状
分
析

・
 
臭
素
化
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
測
定
方
法
の
確
立
と
そ
れ
に
よ
る
実
体
解
明
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
推
進
体
制
等
、
適
切
で
あ
る
。

・
 
臭
素
化
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
は
分
解
し
や
す
く
難
し
い
分
析
で
あ
り
、
今
後
も
改
善
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

実
施
目
標
の
達

成
度

・
 
測
定
方
法
に
つ
い
て
は
、
検
証
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
。
予
定
通
り
と
考
え
ら
れ
る
。

具
体
的
改
善
点
・
 
自
治
体
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
の
連
携
も
必
要
で
あ
る
。

・
 
臭
素
化
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
問
題
の
解
明
に
は
、
計
測
技
術
の
飛
躍
的
な
発
展
が
必
要
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
引
き
続
き
、
分
析

法
の
高
感
度
化
が
求
め
ら
れ
る
。

そ
の
他



４
　
超
臨
界
流
体
を
用
い
た
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
等
難
分
解
性
化
学
物
質
の
無
害
化
技
術
開
発

現
状
分
析

・
推
進
体
制
、
研
究
・
調
査
方
法
に
つ
い
て
は
、
適
切
で
あ
る
。

・
 無
害
な
水
を
利
用
し
、
か
つ
短
時
間
で
ほ
ぼ
完
全
分
解
で
き
る
シ
ン
プ
ル
な
プ
ロ
セ
ス
と
い
う
長
所
が
あ
る
一
方
、
高
温
高
圧
条
件
が

必
要
な
こ
と
と
材
料
が
高
価
で
あ
る
と
い
う
短
所
が
あ
る
。

・
 他
法
と
の
経
済
性
比
較
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

・
 ダ
イ
オ
キ
シ
ン
や
Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
分
解
・
完
全
無
害
化
す
る
技
術
と
し
て
、
超
臨
界
流
体
を
用
い
る
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
実
用
性
の
面
で
疑
問

が
残
る
。

実
施
目
標
の
達

成
度

・
 平
成
１
２
年
度
の
実
施
目
標
は
計
画
通
り
達
成
し
て
い
る
と
評
価
さ
れ
る
。

・
 ２
０
０
２
年
度
ま
で
に
、
超
臨
界
流
体
を
用
い
た
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
等
難
分
解
性
物
質
及
び
Ｐ
Ｃ
Ｂ
等
有
害
固
形
物
を
完
全
無
害
化
す
る

技
術
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る
一
方
、
本
技
術
開
発
の
研
究
開
発
期
間
５
ヶ
年
と
あ
り
、
当
初
か
ら
目
標
に
対
す
る
遅
れ

懸
念
さ
れ
る
。

具
体
的
改
善
点
・
 総
合
的
な
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
再
度
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。
（
本
技
術
開
発
に
お
い
て
は
、
複
合
型
と
直
接
型
の
両
方
検
討
し
て

い
る
が
、
両
方
に
共
通
す
る
材
料
選
定
課
題
、
連
続
式
の
場
合
に
お
け
る
超
臨
界
水
中
で
の
無
機
固
形
物
の
析
出
に
よ
る
閉
塞
課
題
等
）

・
 引
き
続
き
積
極
的
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

・
 具
体
的
に
目
標
、
達
成
度
を
評
価
す
る
た
め
に
は
、
も
う
少
し
具
体
的
な
数
値
目
標
が
必
要
で
あ
る
。

・
 費
用
・
効
果
、
環
境
安
全
性
等
に
も
十
分
配
慮
し
、
他
の
手
法
と
の
比
較
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

そ
の
他

・
大
阪
府
豊
能
郡
能
勢
町
に
お
い
て
、
汚
染
土
壌
等
の
無
害
化
処
理
実
証
実
験
を
実
施
し
て
い
る
。



５
　
河
川
等
に
お
け
る
有
害
化
学
物
質
の
安
全
性
管
理
方
法
の
確
立

現
状
分
析

〔
全
体
〕

・
 
各
分
野
の
情
報
を
得
て
推
進
で
き
る
体
制
に
な
っ
て
お
り
、
調
査
方
法
も
よ
く
練
ら
れ
て
い
る
。
関
係
省
と
の
連
携
も
取
っ
て
お
り
、

適
切
で
あ
る
。

・
 
国
土
交
通
省
が
管
轄
す
る
河
川
、
下
水
道
の
安
全
性
管
理
や
、
汚
染
さ
れ
た
土
壌
の
対
策
技
術
の
開
発
は
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
。

・
 
２
０
０
２
年
度
ま
で
に
、
河
川
、
下
水
道
、
建
設
現
場
の
土
壌
に
お
け
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
等
の
化
学
物
質
に
つ
い
て
の
安
全
性
管

理
の
た
め
の
手
法
を
確
立
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
平
成
１
２
年
度
は
汚
染
の
現
状
の
把
握
と
対
策
手
法
に
つ
い
て
の
検
討
を
開
始

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

〔
河
川
・
下
水
道
に
お
け
る
化
学
物
質
リ
ス
ク
管
理
体
制
の
検
討
〕

・
 
河
川
に
つ
い
て
は
、
全
国
調
査
、
形
態
把
握
調
査
、
詳
細
調
査
を
実
施
し
、
水
質
、
底
質
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃
度
を
分
析
し
て
い

る
。

〔
建
設
事
業
に
お
け
る
汚
染
土
壌
対
策
技
術
の
開
発
〕

・
 
汚
染
状
況
の
把
握
の
た
め
の
簡
易
分
析
法
と
し
て
、
底
質
の
含
水
比
、
強
熱
減
量
、
Ｃ
Ｏ
Ｄ
と
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
間
に
相
関
性
が

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

・
 
袋
詰
め
脱
水
処
理
法
に
よ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
汚
染
土
壌
の
封
じ
込
め
に
つ
い
て
は
、「
仮
置
き
」
用
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
暫
定
的

な
処
置
方
法
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
廃
棄
物
発
生
抑
制
技
術
の
開
発
〕

・
 
建
築
廃
棄
物
を
減
ら
す
新
し
い
技
術
は
緊
急
度
の
高
い
も
の
で
あ
る
が
、
本
ミ
レ
ニ
ア
ム
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
進
め
る
の
が
良

い
か
ど
う
か
必
要
性
に
疑
問
が
残
っ
た
。

・
 
廃
棄
物
発
生
抑
制
技
術
の
開
発
に
つ
い
て
、
報
告
書
か
ら
は
詳
細
不
明
で
あ
る
。

実
施
目
標
の
達

成
度

・
 
実
施
目
標
に
対
し
て
、
順
調
に
進
展
し
て
い
る
。



具
体
的
改
善
点
〔
全
体
〕

・
 
河
川
、
下
水
道
中
の
有
害
化
学
物
質
の
管
理
、
及
び
汚
染
土
壌
の
対
策
を
中
心
と
し
、
木
造
建
築
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
方
は
重
点
を

低
く
し
た
方
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
燃
焼
技
術
の
改
善
と
規
制
の
強
化
に
よ
り
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
発
生
は
か
な
り
大
幅
に
抑
制
で

き
る
と
考
え
る
。

 〔
河
川
・
下
水
道
に
お
け
る
化
学
物
質
リ
ス
ク
管
理
体
制
の
検
討
〕

・
 
（
下
水
道
）
化
学
物
質
は
ラ
ン
ダ
ム
に
排
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
デ
ー
タ
採
取
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

〔
建
設
事
業
に
お
け
る
汚
染
土
壌
対
策
技
術
の
開
発
〕

・
 
底
質
の
含
水
比
、
強
熱
減
量
、
Ｃ
Ｏ
Ｄ
と
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
間
に
相
関
性
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
と
し
て
い
る
が
、
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
以
外
で
も
底
質
の
含
水
比
、
強
熱
減
量
、
Ｃ
Ｏ
Ｄ
な
ど
が
変
動
す
る
は
ず
で
あ
り
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
が
原
因
で
あ
る
と
す

る
に
は
、
や
や
合
理
性
に
欠
け
る
。

・
 
汚
染
判
断
方
法
と
し
て
必
要
十
分
の
関
係
に
な
る
と
よ
い
。

・
 
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
分
析
法
や
イ
ム
ノ
ア
ッ
セ
イ
法
に
つ
い
て
は
、
各
省
で
も
実
施
さ
れ
て
お
り
、
情
報
の
共
有
化
を
図
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

〔
廃
棄
物
発
生
抑
制
技
術
の
開
発
〕

・
 
コ
ス
ト
面
や
市
場
の
整
備
可
能
性
な
ど
の
社
会
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
も
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
他

・
 
建
材
等
の
難
燃
化
に
利
用
さ
れ
る
臭
素
系
難
燃
材
な
ど
に
つ
い
て
も
、
臭
素
化
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
と
関
連
し
て
注
目
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
。



６
　
優
先
的
に
取
り
組
む
べ
き
化
学
物
質
に
つ
い
て
の
有
害
性
評
価

現
状
分
析

・
関
連
省
の
情
報
交
換
等
を
含
め
、
推
進
体
制
は
確
立
さ
れ
て
い
る
。
調
査
方
法
は
系
統
的
で
あ
り
優
れ
て
い
る
。

・
作
用
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
す
る
研
究
に
は
評
価
す
べ
き
内
容
が
あ
る
。

・
化
学
物
質
の
数
は
非
常
に
多
い
の
で
、
優
先
的
に
取
り
組
む
べ
き
化
学
物
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

・
20

02
年
度
ま
で
に
環
境
ホ
ル
モ
ン
と
し
て
の
作
用
を
疑
わ
れ
る
化
学
物
質
（

40
物
質
以
上
）
に
つ
い
て
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
・
試
験
法

等
に
よ
り
影
響
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
取
得
し
、
有
害
性
の
評
価
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
本
事
業
の
目
標
と
し
て
い
る
も
の
は
極
め

て
大
き
な
研
究
・
調
査
対
象
で
あ
り
、
予
算
規
模
、
事
業
期
間
と
も
不
十
分
で
あ
り
、
政
府
予
算
と
し
て
の
拡
充
が
必
要
で
あ
る
。
国

際
共
同
研
究
は
そ
の
面
で
も
適
切
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。

・
優
先
物
質
を
抽
出
す
る
も
と
に
な
る
リ
ス
ト
が
適
切
で
あ
る
か
ど
う
か
が
重
要
で
あ
り
、
必
ず
し
も
国
際
的
な
合
意
は
得
ら
れ
て
い
な

い
。

・
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
試
験
法
で
評
価
を
実
施
中
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
試
験
法
は
未
だ
検
証
中
で
あ
る
。

・
試
験
法
と
し
て
げ
っ
歯
類
を
用
い
る
１
世
代
試
験
が
提
案
さ
れ
て
い
る
が
、
結
果
の
扱
い
な
ど
を
明
確
に
す
べ
き
で
あ
る
。

・
水
環
境
挙
動
モ
デ
ル
に
関
し
て
は
、
成
功
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
静
的
モ
デ
ル
１
例
に
す
ぎ
な
い
。
動
的
モ
デ
ル
を
作
成
す
る
な

ど
今
後
、
例
数
を
増
や
し
、
モ
デ
ル
の
整
合
性
を
高
め
る
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

・
リ
ス
ク
評
価
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
有
害
性
評
価
の
た
め
に
役
立
つ
文
献
が
必
要
で
あ
る
。

実
施
目
標
の
達

成
度

・
20

02
年
度
ま
で
に

40
種
の
物
質
の
リ
ス
ク
を
評
価
し
終
え
る
た
め
に

20
00
年
度
に

12
種
を
終
え
、
リ
ス
ク
評
価
の
必
要
の
な
い

物
質
を
選
定
す
る
な
ど
、
目
標
を
達
成
し
て
い
る
。

・
実
施
計
画
に
従
っ
て
、
順
調
に
進
展
し
て
い
る
。

・
平
成

12
年
に
設
定
さ
れ
た
実
施
目
標
は
順
調
に
達
成
さ
れ
て
き
て
い
る
。

・
こ
れ
か
ら
の
試
験
法
の
開
発
と
言
う
点
で
は
、
予
定
通
り
と
考
え
ら
れ
る
。

・
試
験
実
施
機
関
の
育
成
が
必
要
で
あ
る
。

具
体
的
改
善
点
・
今
後
、
評
価
優
先
物
質
に
つ
い
て
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
試
験
が
実
施
さ
れ
る
が
、
試
験
実
施
前
に
認
定
基
準
や
対
応
方
針
を
明
確
化
す
べ

き
で
あ
る
。

・
作
用
メ
カ
ニ
ズ
ム
研
究
に
関
し
て
、
遺
伝
子
技
術
の
み
が
メ
カ
ニ
ズ
ム
解
析
に
役
立
つ
わ
け
で
は
な
く
、
病
理
組
織
学
的
研
究
な
ど
従

来
か
ら
の
有
害
性
評
価
技
術
を
含
め
た
総
合
的
な
研
究
が
重
要
で
あ
る
。



・
水
環
境
挙
動
モ
デ
ル
に
関
し
て
は
、
今
後
、
検
証
例
数
を
増
や
す
と
と
も
に
動
的
モ
デ
ル
へ
の
適
応
拡
大
し
、
モ
デ
ル
の
整
合
性
を
高

め
る
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

・
積
極
的
な
情
報
の
開
示
を
す
べ
き
で
あ
る
。

・
分
解
、
技
術
開
発
を
も
っ
と
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
他



７
－
１
　
生
態
系
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
有
害
性
評
価
を
行
う
ｽ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞ
試
験
法
の
開
発

現
状
分
析

・
環
境
ホ
ル
モ
ン
の
野
生
生
物
へ
の
影
響
を
評
価
す
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
・
試
験
法
の
開
発
等
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

・
野
生
生
物
な
ど
の
生
態
系
に
及
ぼ
す
影
響
評
価
の
開
発
は
、
環
境
省
が
推
進
す
べ
き
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
重
要
で
あ
る
。
し
か

し
、
現
在
推
進
中
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
両
生
類
、
無
脊
椎
動
物
な
ど
を
含
む
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
メ
ダ
カ
は
、
淡
水
魚
で
あ
る

が
、
海
水
魚
を
対
象
と
し
た
試
験
法
の
開
発
も
必
要
で
あ
る
。

・
実
際
に
試
験
を
実
施
す
る
試
験
機
関
で
Ｇ
Ｌ
Ｐ
準
拠
施
設
が
必
要
で
あ
る
。

実
施
目
標
の
達

成
度

・
こ
れ
か
ら
の
試
験
法
の
開
発
と
言
う
点
で
は
、
予
定
通
り
と
考
え
ら
れ
る
。

・
試
験
法
の
開
発
等
、
研
究
的
な
要
素
も
多
い
た
め
、
試
行
錯
誤
を
含
み
な
が
ら
進
行
す
る
も
の
で
あ
る
。

・
全
般
的
に
順
調
に
目
標
は
達
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

・
試
験
実
施
機
関
の
育
成
が
必
要
で
あ
る
。

具
体
的
改
善
点
・
引
き
つ
づ
き
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

・
試
験
検
査
機
関
の
研
究
能
力
水
準
の
向
上
が
、
事
業
の
成
果
に
大
き
く
寄
与
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
点
に
も
考
慮
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

・
環
境
生
物
に
対
す
る
影
響
評
価
を
ど
う
考
え
る
か
に
つ
い
て
の
総
合
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
が
必
要
で
あ
る
。

・
海
洋
国
で
あ
る
日
本
と
し
て
は
、
水
産
資
源
と
し
て
の
海
水
魚
へ
の
影
響
評
価
手
法
の
開
発
に
も
注
力
す
べ
き
で
あ
る
。

・
Ｇ
Ｌ
Ｐ
準
拠
の
試
験
機
関
の
育
成
必
要
で
あ
る
。

そ
の
他



７
－
２
　
化
学
物
質
環
境
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
基
礎
調
査

現
状
分
析

・
 P

R
T

R
制
度
に
よ
り
得
ら
れ
る
化
学
物
質
の
排
出
量
デ
ー
タ
を
用
い
て
地
域
の
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
必
要
な
曝
露
ア
セ
ス
メ
ン

ト
手
法
を
開
発
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。
ア
プ
ロ
ー
チ
は
適
切
で
あ
る
。

・
 化
学
物
質
の
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
推
進
体
制
、
調
査
方
法
な
ど
適
切
で
あ
る
。

・
 実
施
事
項
が
予
定
を
上
回
る
こ
と
が
わ
か
り
、
年
度
を
前
倒
し
し
て
実
施
し
た
判
断
は
よ
か
っ
た
。

・
 環
境
中
暴
露
量
推
計
の
手
法
の
開
発
が
主
な
目
標
と
考
え
ら
れ
る
。
必
要
と
な
る
地
理
情
報
デ
ー
タ
を
特
定
し
、
収
集
加
工
方
法
の
検

討
を
行
い
、
一
部
地
域
を
対
象
と
し
て
デ
ー
タ
集
計
を
試
行
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
の
開
発
に
は
ほ
ど
遠

い
印
象
が
あ
る
。

P
R

T
R
デ
ー
タ
の
活
用
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
重
要
な
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

実
施
目
標
の
達

成
度

・
目
標
は
達
成
さ
れ
て
い
る
。

具
体
的
改
善
点
・
 類
似
の
モ
デ
ル
作
成
は
欧
州
、
米
国
で
既
に
実
用
化
さ
れ
て
い
る
が
、
地
理
的
条
件
が
そ
の
ま
ま
導
入
で
き
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ

る
。
欧
米
の
モ
デ
ル
に
関
す
る
検
証
が
必
要
で
は
な
い
か
。

・
 実
施
事
項
の
範
囲
を
早
急
に
確
定
し
、
達
成
計
画
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
 環
境
リ
ス
ク
と
い
う
概
念
は
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
曝
露
量
の
推
計
が
で
き
た
と
し
て
、
対
す
る
有
害
性
の
指
標
ま
た
、
有
害
性
デ
ー

タ
の
取
得
な
ど
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
ま
と
め
る
必
要
が
あ
る
。

・
 指
標
の
開
示
と
公
表
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
他



７
－
３
　
土
壌
汚
染
リ
ス
ク
情
報
管
理
調
査

現
状
分
析

・
環
境
省
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

実
施
目
標
の
達

成
度

・
引
き
続
き
の
追
跡
調
査
が
望
ま
れ
る
。

具
体
的
改
善
点
・
で
き
る
だ
け
わ
か
り
や
す
い
形
で
と
り
ま
と
め
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
他



８
－
１
　
内
分
泌
攪
乱
作
用
を
指
標
と
し
た
農
薬
の
生
態
影
響
試
験
法
開
発

現
状
分
析

①
 
 農
薬
の
生
態
影
響
評
価
法
と
し
て
、
特
に
、
鳥
類
に
つ
い
て
の
影
響
評
価
法
の
開
発
を
目
指
し
て
い
る
。

②
 
 複
数
の
省
の
連
携
に
よ
る
実
施
で
あ
り
、
推
進
体
制
は
妥
当
で
あ
る
。
ま
た
、
研
究
・
調
査
方
法
も
適
切
で
あ
る
。

③
 
 農
薬
の
生
態
影
響
試
験
は
、
農
薬
の
環
境
へ
の
影
響
を
調
べ
る
と
い
う
意
味
で
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
但
し
、
鳥
類
へ
の
影
響
を

評
価
す
る
方
法
と
し
て
１
世
代
繁
殖
毒
性
試
験
が
適
当
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
専
門
家
に
よ
る
十
分
な
検
討
を
経
た
上
で
決

定
す
べ
き
で
あ
る
。

　
そ
の
上
で
、
こ
の
試
験
で
用
い
ら
れ
る
エ
ン
ド
ポ
イ
ン
ト
の
う
ち
、
環
境
ホ
ル
モ
ン
作
用
と
関
連
す
る
も
の
は
ど
れ
か
不
明
で
あ
る
。

ま
た
、
試
験
標
品
と
し
て
ｐ
、
ｐ
’
－
Ｄ
Ｄ
Ｔ
を
用
い
て
い
る
が
、
専
門
家
に
よ
る
十
分
な
審
議
を
経
た
上
で
決
定
さ
れ
た
も
の
か
懸

念
さ
れ
る
。

　
  
ま
た
、
農
薬
の
生
態
試
験
法
を
環
境
省
が
開
発
す
る
こ
と
に
対
す
る
農
林
水
産
省
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

実
施
目
標
の
達

成
度

評
価
す
る
。

特
に
う
ず
ら
を
対
象
に
し
た
試
験
は
極
め
て
体
系
的
に
な
さ
れ
て
い
る
。

具
体
的
改
善
点
①
　
こ
の
よ
う
な
試
験
法
の
開
発
は
今
後
ま
す
ま
す
重
要
と
な
る
た
め
、
強
く
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

②
 
環
境
省
と
農
林
水
産
省
の
密
接
な
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
よ
り
一
層
の
連
携
を
期
待
し
た
い
。

③
　
試
験
項
目
の
追
加
も
考
慮
す
る
べ
き
で
あ
る
。

④
　
具
体
的
か
つ
体
系
的
成
果
を
得
る
た
め
に
、
農
薬
試
験
の
対
象
物
質
を
絞
り
集
中
的
に
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
他

特
に
な
し
。



８
－
２
　
農
薬
内
分
泌
か
く
乱
影
響
判
別
技
術
確
立
事
業

現
状
分
析

・
農
水
省
と
環
境
省
の
密
接
な
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。

・
農
薬
の
安
全
性
は
国
民
の
高
い
関
心
事
。
判
別
技
術
の
確
立
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

・
研
究
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
設
定
と
優
先
順
位
が
適
切
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
。

（
ｱ
）
副
腎
皮
質
ホ
ル
モ
ン
を
研
究
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
る
必
要
性

（
ｲ
）
メ
ダ
カ
の
生
態
影
響
の
解
析
の
手
段
と
し
て
の

In
 v

it
ro
代
謝
試
験
系
の
必
須
性

・
全
体
と
し
て
の
構
成
が
や
や
貧
弱
で
あ
る
。

実
施
目
標
の
達

成
度

・
評
価
す
る

・
全
体
目
標
に
対
し
て
事
業
の
成
果
が
必
要
で
あ
る
。

具
体
的
改
善
点
・
試
験
項
目
の
追
加
が
必
要
で
あ
る
。

・
研
究
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
設
定
と
優
先
順
位
が
適
切
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
。

・
個
別
の
物
質
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
研
究
よ
り
も
農
薬
登
録
デ
ー
タ
や
評
価
シ
ス
テ
ム
の
レ
ビ
ュ
ー
が
重
要
で
あ
る
。

・
環
境
省
が
実
施
し
て
い
る
環
境
生
物
を
用
い
る
影
響
評
価
試
験
法
に
積
極
的
に
関
与
す
べ
き
で
あ
る
。

・
最
も
必
要
（
又
は
有
望
）
な
部
分
に
研
究
資
源
を
集
中
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
他



９
　
食
品
に
含
ま
れ
る
環
境
ホ
ル
モ
ン
物
質
に
つ
い
て
不
活
性
化
・
除
去
す
る
技
術
の
開
発

現
状
分
析

・
環
境
ホ
ル
モ
ン
物
質
を
不
活
性
化
・
除
去
す
る
技
術
を
確
立
す
る
た
め
の
①
簡
易
判
別
法
、
②
自
動
測
定
法
、
③
酵
素
に
よ
る
不
活
性

化
・
除
去
、
④
膜
に
よ
る
除
去
の
技
術
開
発
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

実
施
目
標
の
達

成
度

・
急
を
要
す
る
技
術
で
着
実
に
進
ん
で
い
る
。

・
実
施
目
標
に
向
け
て
研
究
が
進
み
つ
つ
あ
る
。

具
体
的
改
善
点
・
内
分
泌
か
く
乱
物
質
は
単
一
の
物
性
を
持
つ
も
の
で
は
な
く
、
多
種
多
様
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
多
種
多
様
な
物
質
を
単
一
の

手
法
で
簡
易
検
知
あ
る
い
は
自
動
分
析
で
き
る
の
か
疑
問
で
あ
る
。
シ
ス
テ
ム
を
開
発
す
る
際
の
基
本
的
な
コ
ン
セ
プ
ト
を
提
示
す
る

必
要
が
あ
る
。（
不
活
性
化
・
除
去
技
術
に
つ
い
て
も
同
じ
）

・
広
報
に
つ
い
て
配
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

・
不
活
性
化
さ
れ
る
べ
き
環
境
ホ
ル
モ
ン
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
ー
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
他



１
０
．
環
境
ホ
ル
モ
ン
物
質
が
溶
出
す
る
お
そ
れ
の
な
い
食
品
包
装
容
器
の
開
発

現
状
分
析

・
 食
品
産
業
に
お
い
て
対
象
と
す
る
べ
き
環
境
ホ
ル
モ
ン
と
は
何
か
と
い
う
根
本
的
な
概
念
が
熟
成
し
て
い
な
い
た
め
、
開
発
の
方
向
性

が
上
滑
り
す
る
危
険
性
が
あ
る
。

実
施
目
標
の
達

成
度

・
急
を
要
す
る
技
術
で
着
実
に
進
ん
で
い
る
。

・
個
別
の
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
進
捗
し
て
き
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
を
ど
う
生
か
す
か
の
シ
ナ
リ
オ
が
や
や
弱
い
た
め
、
全
体
目
標
に

対
す
る
達
成
度
の
評
価
が
し
に
く
い
状
況
に
あ
る
。

具
体
的
改
善
点
・
広
報
に
つ
い
て
配
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

・
食
品
の
安
全
性
は
、
国
民
に
と
っ
て
第
一
番
の
願
い
で
あ
る
。
素
材
か
ら
溶
出
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
て
も
不
安
で
あ
り
、
結
果

の
公
表
が
必
要
で
あ
る
。

・
環
境
ホ
ル
モ
ン
の
問
題
は
、
社
会
現
象
と
し
て
広
が
り
、
化
学
的
知
見
の
集
積
が
遅
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
表
記
の
事
業
名
に

忠
実
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
課
題
と
目
標
の
一
層
の
明
確
化
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
他



１
１
－
１
　
農
林
水
産
業
に
お
け
る
内
分
泌
か
く
乱
物
質
の
動
態
解
明
と
作
用
機
構
に
関
す
る
総
合
研
究

現
状
分
析

・
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
分
解
き
の
こ
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
分
解
菌
等
が
選
抜
さ
れ
た
こ
と
は
評
価
す
べ
き
で
あ
る
。

・
水
田
土
壌
で
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
吸
着
特
性
を
解
析
し
た
こ
と
は
、
今
後
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
吸
着
剤
の
開
発
に
つ
な
が
る
成
果
と

し
て
評
価
す
べ
き
で
あ
る
。

・
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
等
重
要
度
が
高
い
と
し
て
い
る
５
物
質
と
分
解
や
吸
着
に
取
り
組
ん
で
い
る
Ｐ
Ｃ
Ｂ
等
と
の
関
係
を
明
確
に
す
べ

き
で
あ
る
。

実
施
目
標
の
達

成
度

・
設
定
し
た
目
標
に
つ
い
て
は
達
成
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

具
体
的
改
善
点
・
研
究
対
象
物
質
の
選
定
基
準
を
明
確
に
す
る
べ
き
で
あ
る
。

・
農
薬
類
に
つ
い
て
も
、
対
象
と
し
て
研
究
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

・
農
耕
地
か
ら
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
移
行
・
拡
散
防
止
技
術
と
土
壌
浄
化
技
術
に
つ
い
て
、
内
容
が
類
似
し
て
い
る
も
の
は
、
統
合
が

必
要
で
あ
る
。

・
研
究
成
果
の
公
表
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
他

・
農
耕
地
か
ら
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
移
行
・
拡
散
防
止
技
術
は
、
営
農
指
導
機
関
へ
の
技
術
移
転
が
必
要
で
あ
る
。



11
-②
農
作
物
等
有
害
物
質
総
合
調
査
委
託
事
業

現
状
分
析

・
 
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
に
関
す
る
農
作
物
で
の
調
査
で
あ
り
、
測
定
地
点
は
環
境
省
に
よ
る
土
壌
中
濃
度
測
定
地
点
と
合
致
さ
せ
て
い
る
。

・
 
重
金
属
に
つ
い
て
の
測
定
分
析
も
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
内
分
泌
か
く
乱
物
質
問
題
と
の
関
連
性
が
必
要
で
あ
る
。

・
 
農
林
水
産
に
関
わ
る
生
産
現
場
及
び
生
産
物
に
お
け
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
及
び
重
金
属
の
汚
染
実
態
を
調
査
し
、
明
ら
か
と
す
る
こ

と
を
目
標
に
、
都
道
府
県
と
連
携
し
つ
つ
、
民
間
機
関
に
委
託
し
て
実
施
し
て
い
る
。
推
進
方
法
は
適
切
で
あ
る
。

実
施
目
標
の
達

成
度

・
 
所
期
の
目
標
は
達
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

具
体
的
改
善
点
・
 
重
金
属
の
測
定
分
析
に
つ
い
て
、
調
査
目
的
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
 
も
っ
と
積
極
的
に
広
い
角
度
か
ら
の
取
組
も
必
要
で
あ
る
。

そ
の
他



１
１
－
３
　
畜
産
物
等
有
害
物
質
総
合
調
査
事
業

現
状
分
析

・
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
に
関
し
て
飼
料
作
物
、
畜
産
物
に
つ
い
て
分
析
す
る
こ
と
は
、
国
内
で
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
に
よ
る
汚
染
実
態
の
把
握
に

重
要
で
あ
り
、
今
後
の
対
策
策
定
に
必
須
の
情
報
を
与
え
る
。

・
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
畜
産
物
等
の
含
有
実
態
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

実
施
目
標
の
達

成
度

・
所
期
の
目
標
を
達
成
し
つ
つ
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

・
畜
産
物
等
１
４
０
検
体
に
つ
い
て
、
調
査
を
実
施
し
、
目
標
は
達
成
さ
れ
て
い
る
。

具
体
的
改
善
点
・
分
析
精
度
の
管
理
が
常
に
必
要
で
あ
る
。

・
民
間
や
学
識
者
な
ど
、
色
々
な
角
度
か
ら
の
取
組
み
と
、
そ
の
結
果
の
公
表
が
早
急
に
望
ま
れ
る
。

そ
の
他



１
１
－
４
　
農
業
用
施
設
等
有
害
物
質
実
態
調
査
事
業

現
状
分
析

・
 ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
関
し
て
、
農
業
用
用
排
水
路
の
水
質
と
底
質
で
の
濃
度
分
析
を
行
っ
た
。
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
農
作
物
汚
染

　
の
実
態
把
握
に
重
要
で
あ
る
。

・
か
ん
が
い
期
に
お
け
る
農
業
用
用
排
水
路
の
水
及
び
底
質
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃
度
を
測
定
す
る
全
国
調
査
で
あ
る
。

実
施
目
標
の
達

成
度

・
所
期
の
目
標
を
達
成
し
つ
つ
あ
る
。

・
 平
成

12
年
度
の
計
画
の
実
施
目
標
は
順
調
に
達
成
さ
れ
て
い
る
。

具
体
的
改
善
点
・
 農
業
用
施
設
か
ら
流
下
す
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
だ
け
に
、
本
調
査
と
公
表
を
急
務
と
す
べ
き
で
あ
る
。

・
 平
成

13
年
度
も
引
き
つ
づ
き
調
査
が
行
わ
れ
、
全
国
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
分
析
精
度
管
理
が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
他



１
２
－
１
　
内
分
泌
か
く
乱
物
質
等
漁
業
影
響
調
査

現
状
分
析

・
海
産
生
物
へ
の
内
分
泌
か
く
乱
物
質
の
影
響
評
価
手
法
の
開
発
及
び
魚
介
類
へ
の
影
響
実
態
の
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
法
は
適
切
で
あ
る
。

・
我
が
国
周
辺
水
域
の
魚
介
類
の
影
響
実
態
把
握
と
海
産
生
物
を
用
い
る
生
物
試
験
法
の
開
発
を
両
軸
と
し
た
調
査
研
究
で
あ
る
が
、
こ

れ
ら
の
軸
と
な
る
調
査
研
究
は
、
必
ず
し
も
一
体
で
考
え
る
必
要
は
な
い
。
実
態
調
査
に
よ
る
影
響
把
握
は
、
生
物
試
験
法
が
な
く
て

も
評
価
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
生
物
試
験
法
は
、
実
態
調
査
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
影
響
を
実
験
室
レ
ベ
ル
で
検
出
す
る
た
め
の
方
法

で
あ
り
、
目
的
と
方
法
は
異
な
る
は
ず
で
あ
る
。

実
施
目
標
の
達

成
度

・
 試
験
法
開
発
の
た
め
の
基
本
的
デ
ー
タ
の
収
集
は
な
さ
れ
て
い
る
。
成
果
に
つ
い
て
は
も
う
少
し
時
間
が
か
か
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
影
響
調
査
は
進
捗
し
て
い
る
。

・
所
期
の
目
的
は
そ
れ
な
り
に
達
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

具
体
的
改
善
点
・
 魚
介
類
の
影
響
実
態
調
査
と
生
物
試
験
法
の
開
発
を
個
別
の
課
題
と
し
て
推
進
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
併
せ
て
推
進
す
る
必
要

　
は
な
い
。

・
 早
く
か
ら
影
響
度
は
い
わ
れ
て
い
る
が
、
し
っ
か
り
と
し
た
文
献
情
報
の
公
表
が
望
ま
れ
る
（
リ
ス
ク
の
公
表
）。

・
我
が
国
国
民
の
食
生
活
を
考
え
る
と
、
海
産
魚
に
つ
い
て
の
知
見
を
十
分
に
も
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

そ
の
他



１
２
－
２
　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
等
漁
業
影
響
調
査

現
状
分
析

・
 
問
題
と
な
る
物
質
の
蓄
積
調
査
が
主
で
あ
る
。

・
 
最
終
目
標
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
削
減
案
の
提
案
で
あ
る
が
、
現
状
は
実
態
の
把
握
に
と
ど
ま
る
。
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
削
減
策
の

策
定
の
た
め
に
は
汚
染
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
析
す
る
事
も
重
要
で
あ
る
が
、
本
件
の
場
合
は
、
発
生
源
の
特
定
が
最
も
重
要
で
は
な
い

か
。
特
に
、
コ
プ
ラ
ナ
ー

PC
B
の
場
合
に
は
発
生
源
の
特
定
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
問
題
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に

関
し
て
は
「
現
地
調
査
に
よ
る
情
報
収
集
」
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

・
 
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
蓄
積
実
態
を
調
査
し
、
解
析
を
行
っ
て
い
る
。

実
施
目
標
の
達

成
度

・
 
実
態
把
握
に
と
ど
ま
る
が
、
所
期
の
目
標
は
達
成
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

・
 
予
定
さ
れ
た
１
０
１
検
体
の
魚
介
類
の
分
析
に
よ
り
蓄
積
状
態
を
明
ら
か
に
し
、
ま
た
、
２
水
域
で
の
環
境
分
析
と
魚
介
類
へ
の
移

行
等
を
調
べ
よ
う
と
し
て
お
り
、
平
成
１
２
年
度
分
の
目
標
は
達
成
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

具
体
的
改
善
点
・
 

PC
B
等
が
魚
に
蓄
積
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
が
急
務
。
モ
デ
ル
に
よ
る
推
計
だ
け
で
な
く
野
外
・
実
験
を
組
み
合
せ
て
追
求
し
対

策
に
繋
げ
る
べ
き
で
あ
る
。

・
 
魚
介
類
で
の
実
態
調
査
結
果
が
コ
プ
ラ
ナ
ー

PC
B
の
発
生
源
の
特
定
に
役
立
つ
よ
う
デ
ー
タ
の
解
析
が
急
が
れ
る
。
ま
た
実
態
調
査

が
コ
プ
ラ
ナ
ー

PC
B
の
発
生
源
の
特
定
に
役
立
た
な
け
れ
ば
、「
現
地
調
査
」
を
急
ぐ
な
ど
し
て
、
早
急
に
情
報
収
集
・
解
析
を
行
う

べ
き
で
あ
る
。
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
削
減
に
至
る
道
筋
を
明
確
に
す
べ
き
で
あ
る
。

・
 
現
地
調
査
の
早
い
と
り
ま
と
め
と
公
表
を
期
待
す
る
。

・
 
特
定
海
域
で
の
環
境
分
布
の
解
明
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
数
の
分
析
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
精
密
な
解
析
に
耐
え
る
よ
う
に
す
る
必

要
が
あ
る
。

そ
の
他

・
底
質
環
境
基
準
の
設
定
の
基
礎
デ
ー
タ
の
一
つ
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。



１
３
　
構
造
活
性
相
関
シ
ス
テ
ム
の
開
発

化
学
物
質
の
構
造
活
性
相
関
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
有
害
性
評
価
の
拡
充

現
状
分
析

・
 多
数
の
化
学
物
質
の
有
害
性
を
予
測
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
構
造
活
性
相
関
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
有
意
義
で
あ

る
。
推
進
体
制
、
調
査
方
法
な
ど
適
切
で
あ
る
。

・
 構
造
活
性
相
関
シ
ス
テ
ム
は
、
化
学
物
質
の
有
害
性
評
価
手
法
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
評
価
手
法
の
一
つ
で
あ
る
が
、
オ
ー
ル
マ
イ

テ
ィ
で
は
な
く
、
対
象
と
す
べ
き
有
害
作
用
に
特
化
し
た
他
種
類
の
シ
ス
テ
ム
の
開
発
が
必
要
で
あ
り
、
本
研
究
で
「
内
分
泌
か
く
乱

作
用
」
を
当
面
の
標
的
と
し
た
こ
と
は
、
昨
今
の
国
民
の
関
心
を
考
え
る
と
当
を
得
た
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
。

・
 基
礎
デ
ー
タ
の
調
査
収
集
を
評
価
す
る
。

・
 平
成
１
４
年
度
ま
で
に
構
造
活
性
相
関
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、
平
成
１
６
年
度
ま
で
に
身
近
な
化
学
物
質
（
約
１
０
０
種
）
に
つ
い
て

同
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
有
害
性
評
価
を
行
う
と
し
て
い
る
。
構
造
活
性
相
関
シ
ス
テ
ム
が
、
一
般
的
な
化
学
物
質
の
プ
レ
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
に
有
効
で
あ
る
か
ど
う
か
は
現
時
点
で
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
試
み
る
価
値
は
十
分
あ
る
。

実
施
目
標
の
達

成
度

・
 概
ね
達
成
さ
れ
て
い
る
。

・
 Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
試
験
法
に
よ
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
結
果
が
遅
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
今
後
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
し
て
目

標
に
到
達
す
る
と
期
待
さ
れ
る
。

具
体
的
改
善
点
・
 構
造
活
性
相
関
は
、
有
意
義
で
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
予
測
手
法
で
あ
り
、
環
境
ホ
ル
モ
ン
の
よ
う
に
極
微
量
で
も
有
害
な
作
用
を
す
る

物
質
な
ど
で
は
、
構
造
が
類
似
し
て
い
て
も
ご
く
一
部
が
異
な
る
だ
け
で
作
用
が
起
こ
る
こ
と
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
他

の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
手
法
で
得
ら
れ
た
知
見
と
併
せ
た
活
用
が
重
要
で
あ
る
。

・
 こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
な
か
っ
た
試
験
法
の
結
果
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
る
と
と
も
に
、
い
わ
ゆ
る

O
u

tl
ie

rs
の
中
身
を
さ
ら
に
つ
め
る
べ

き
で
あ
る
。

・
 既
に
米
国

E
P

A
等
で
開
発
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
上
回
る
性
能
を
持
つ
シ
ス
テ
ム
の
開
発
が
望
ま
れ
る
。

・
 科
学
的
な
根
拠
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
あ
い
ま
っ
て
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
に
対
す
る
課
題
へ
の
取
組
は
重
要
。
も
っ
と
費
用
を
投
入
し

て
、
絞
り
込
ん
だ
情
報
が
是
非
欲
し
い
。

・
 事
業
量
が
多
い
の
で
推
進
体
制
に
必
要
な
修
正
を
加
え
な
が
ら
の
進
行
が
必
要
で
あ
る
。

・
 社
会
的
ニ
ー
ズ
と
し
て
は
、
身
近
な
化
学
物
質
に
つ
い
て
早
く
結
果
が
知
り
た
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
プ
レ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
方

法
で
あ
る
な
ら
ば
、
有
害
性
評
価
を
早
め
ら
れ
な
い
か
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
他



１
４
－
１
　
生
物
の
持
つ
機
能
を
利
用
し
た
環
境
中
化
学
物
質
の
高
感
度
検
出
・
計
測
技
術
の
開
発

現
状
分
析

・
 推
進
体
制
、
方
法
と
も
適
切
で
あ
る
。

・
 か
な
り
困
難
な
目
標
に
挑
戦
し
て
い
る
。

・
目
的
が
明
確
で
あ
り
、
技
術
の
広
が
り
が
予
想
さ
れ
、
有
害
性
評
価
技
術
の
新
し
い
コ
ア
と
な
り
う
る
。
し
か
し
、
免
疫
抗
体
を
用
い

る
方
法
は
、
恐
ら
く
レ
ポ
ー
タ
ー
ジ
ー
ン
法
の
改
良
と
思
わ
れ
る
が
、
従
来
の
ル
シ
フ
ェ
リ
ン
・
ル
シ
フ
ェ
ラ
ー
ゼ
法
よ
る
蛍
光
検
出

法
に
比
較
し
て
検
出
感
度
を
上
げ
る
と
な
る
と
、
免
疫
抗
体
法
が
優
れ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
ま
た
、
感
度
を
上
げ
る
た
め
な
ら
最
終

産
物
の
測
定
感
度
を
上
げ
る
だ
け
で
な
く
、
細
胞
内
で
の
受
容
体
量
や
補
助
因
子
な
ど
の
量
的
な
最
適
化
も
必
要
で
あ
る
。
人
工
抗

体
・
ト
ラ
ン
ス
デ
ュ
ー
サ
ー
は
検
出
感
度
や
特
異
性
が
問
題
で
あ
る
。

実
施
目
標
の
達

成
度

・
 概
ね
達
成
さ
れ
て
い
る
。

・
 目
標
は

pp
t
レ
ベ
ル
と
し
て
い
る
が
、
現
状
は

pp
b
レ
ベ
ル
に
到
達
す
る
か
ど
う
か
で
あ
り
、
目
標
ま
で
遠
い
状
況
に
あ
る
。
研
究
で

あ
る
た
め
試
行
錯
誤
は
受
け
入
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
目
標
を
現
実
的
な
も
の
に
す
る
こ
と
も
必
要
か
も
し
れ
な
い
。

具
体
的
改
善
点
・
 現
在
の
検
出
限
界
の
さ
ら
な
る
高
感
度
化
が
必
要
で
あ
る
。

・
 生
物
の
持
つ
機
能
を
利
用
す
る
方
法
で
は
、
感
度
向
上
の
た
め
の
一
段
の
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。
人
工
抗
体
と
ト
ラ
ン
ス
デ
ュ
ー
サ
ー

は
、
特
異
性
の
確
認
（
擬
陽
性
反
応
の
低
減
）
が
今
後
重
要
と
な
る
の
で
、
特
異
性
に
関
す
る
検
証
も
合
わ
せ
て
検
討
す
べ
き
。

・
 早
期
の
対
応
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

・
 環
境
ホ
ル
モ
ン
に
対
す
る
モ
ノ
ク
ロ
ナ
ー
ル
抗
体
は
他
社
で
も
開
発
し
て
い
る
の
で
そ
れ
ら
を
購
入
し
て
比
較
す
る
必
要
が
あ
る
だ

ろ
う
。
ト
ラ
ン
ス
デ
ュ
ー
サ
ー
は
再
現
性
の
高
い
も
の
を
選
ぶ
必
要
が
あ
る
。

・
 安
価
に
す
べ
き
で
あ
る
。

・
 2,

3,
7,

8-
T

C
D

D
等
有
毒
な
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
用
い
て
開
発
し
な
い
と
、
目
標
に
到
達
し
な
い
。

そ
の
他



１
４
―
２
　
環
境
中
・
物
質
中
の
微
量
化
学
物
質
の
定
量
分
析
技
術
開
発

現
状
分
析

・
推
進
体
制
、
研
究
・
調
査
方
法
は
妥
当
で
あ
る
。

・
P

C
B
の
分
析
に
関
し
て
は
、
国
際
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。

実
施
目
標
の
達

成
度

・
概
ね
達
成
し
て
い
る
。

具
体
的
改
善
点
・
 標
準
物
質
を
調
製
す
る
場
合
の
、
物
質
の
優
先
度
に
つ
い
て
明
確
な
方
針
を
確
立
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

・
 こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
単
独
で
は
規
模
が
小
さ
い
の
で
無
理
だ
と
思
う
が
、
他
の
目
的
の
近
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
と
も
に
、
産
官
学
の
推

進
体
制
又
は
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
を
作
り
、
技
術
的
ｻ
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾄ
を
受
け
た
方
が
良
い
。
客
観
化
が
重
要
で
あ
る
。

・
 低
コ
ス
ト
化
に
す
べ
き
で
あ
る
。

・
 分
析
法
開
発
に
つ
い
て
、
開
発
ポ
イ
ン
ト
、
特
に
新
規
性
を
明
確
に
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
他



１
４
－
３
　
有
害
物
質
の
発
生
・
曝
露
機
構
研
究
開
発

現
状
分
析

・
扱
う
課
題
が
計
測
セ
ン
サ
の
開
発
と
モ
デ
ル
化
で
あ
る
の
で
、
同
一
課
題
の
中
に
、
学
問
分
野
の
異
な
る
事
項
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
そ
の
た
め
、
研
究
の
進
展
に
相
乗
作
用
的
効
果
を
得
る
た
め
に
、
グ
ル
ー
プ
化
を
有
機
的
に
す
べ
き
。

・
 有
害
物
質
の
発
生
・
曝
露
機
構
の
研
究
は
重
要
で
あ
り
、
推
進
体
制
、
方
法
と
も
適
切
で
あ
る
。

・
 将
来
的
に
は
、
化
学
セ
ン
サ
ー
で
検
出
さ
れ
た
有
害
物
質
の
分
布
デ
ー
タ
等
か
ら
排
出
源
の
特
定
に
利
用
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

・
 排
出
源
監
視
用
の
多
成
分
セ
ン
サ
が
開
発
が
必
要
で
あ
る
。
有
害
物
質
の
発
生
・
曝
露
機
構
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
①
多
成
分
セ
ン

サ
の
開
発
と
②
拡
散
モ
デ
ル
を
用
い
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
２
つ
を
事
業
目
的
と
し
て
い
る
。
セ
ン
サ
か
ら
の
計
測
情
報
と
モ
デ
ル
と
が
結
び

つ
く
か
ど
う
か
も
１
つ
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

実
施
目
標
の
達

成
度

・
 モ
デ
ル
の
開
発
は
順
調
に
達
成
さ
れ
て
い
る
。

具
体
的
改
善
点
・
 暴
露
監
視
モ
デ
ル
は
、
地
域
特
異
性
が
あ
る
の
で
、
日
本
の
地
理
条
件
に
合
致
し
た
モ
デ
ル
の
開
発
が
必
要
で
あ
る
。

・
 積
極
的
な

N
G

O
や
住
民
と
の
対
話
も
必
要
で
あ
る
。

・
 こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
単
独
で
は
規
模
が
小
さ
い
の
で
無
理
だ
と
思
う
が
、
他
の
目
的
の
近
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
と
も
に
、
産
官
学
の
推

進
体
制
又
は
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
を
作
り
、
技
術
的
ｻ
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾄ
を
受
け
た
方
が
良
い
。
客
観
化
が
重
要
で
あ
る
。

・
 低
コ
ス
ト
化
に
す
べ
き
で
あ
る
。

・
 環
境
ホ
ル
モ
ン
様
物
質
の
計
測
法
の
開
発
で
あ
る
か
ら
環
境
ホ
ル
モ
ン
様
物
質
の
計
測
に
役
立
っ
て
成
果
が
あ
る
と
言
え
る
。

そ
の
他

・
情
報
交
換
や
知
的
所
有
権
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。



１
５
　
光
触
媒
を
利
用
し
た
分
解
除
去
技
術

現
状
分
析

・
 
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
推
進
体
制
、
方
法
と
も
適
切
で
あ
る
。

・
 
現
実
の
適
用
ま
で
ど
れ
だ
け
の
障
壁
が
あ
る
の
か
。

・
 
新
技
術
と
し
て
の
有
効
性
、
安
全
性
を
示
す
必
要
が
あ
る
。

・
 
研
究
方
法
も
適
切
な
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
を
設
け
て
実
施
す
る
よ
う
に
計
画
し
て
い
る
。

・
 
機
構
の
内
部
に
こ
の
事
業
を
評
価
す
る
外
部
評
価
委
員
会
を
置
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
組
織
は
、
有
効
で
あ
る
。
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

の
光
触
媒
で
分
解
可
能
化
を
検
討
し
て
い
る
。

・
 
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
分
解
技
術
と
し
て
、
光
触
媒
技
術
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
。

実
施
目
標
の
達

成
度

・
 
設
定
さ
れ
た
目
標
に
対
す
る
単
年
度
で
の
達
成
度
は
高
い
（
ホ
ー
ラ
ン
ダ
イ
ト
に
よ
る
モ
デ
ル
環
状
塩
素
化
合
物
の
高
率
で
の
光
触

媒
分
解
性
能
の
確
認
、
ア
ル
マ
イ
ト
多
孔
質
膜
の
基
板
上
生
成
確
認
、
コ
ン
ビ
ナ
ト
リ
ア
ル

P
L

D
装
置
の
試
作
）。

・
 
自
己
評
価
で
は
、
１
２
年
度
は
各
分
野
と
も
目
標
を
１
０
０
％
達
成
し
た
と
書
い
て
あ
る
が
、
実
際
に
光
触
媒
で
ど
の
く
ら
い
の
濃

度
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
を
何
％
く
ら
い
分
解
可
能
な
の
か
が
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
あ
ま
り
先
入
観
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
本
当
に
光
触

媒
が
将
来
こ
の
分
野
に
応
用
可
能
な
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

具
体
的
改
善
点
・
 
ホ
ー
ラ
ン
ダ
イ
ト
触
媒
に
よ
る
こ
れ
ま
で
の
鎖
状
有
機
塩
素
化
合
物
の
光
分
解
研
究
の
成
果
を
発
展
さ
せ
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
（
環
状

塩
素
化
合
物
）
へ
の
適
用
展
開
し
て
い
る
点
、
触
媒
と
し
て
の
多
孔
質
膜
上
に
複
合
化
さ
せ
て
、
光
の
利
用
効
率
化
を
は
か
っ
た
点
、

特
に
コ
ン
ビ
手
法
を
触
媒
設
計
の
最
適
化
手
法
と
し
て
具
体
的
に
光
触
媒
に
適
用
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
新
鮮
で
あ
る
。

・
 
光
触
媒
に
よ
り
分
解
除
去
す
る
技
術
は
と
て
も
評
価
で
き
る
。
事
業
へ
の
支
援
が
も
っ
と
必
要
で
あ
る
。

・
 
先
入
観
に
と
ら
わ
れ
ず
に
デ
ー
タ
を
出
す
べ
き
で
あ
る
。

・
 
何
故
、
光
触
媒
か
を
示
す
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
モ
デ
ル
物
質
で
の
研
究
で
は
、
モ
デ
ル
物
質
が
本
当
に
モ
デ
ル
と
い
え
る
の
か
と

い
う
点
を
含
め
て
、
問
題
解
決
す
る
必
要
が
あ
る
。



そ
の
他

・
 
名
古
屋
工
業
技
術
研
究
所
で
は
、
シ
リ
カ
ゲ
ル
ビ
ー
ズ
に
酸
化
チ
タ
ン
を
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
た
も
の
を
光
触
媒
と
し
て
、
燃
焼
排
ガ

ス
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
分
解
除
去
す
る
シ
ス
テ
ム
を
提
案
し
て
い
る
の
で
、
参
考
に
す
べ
き
で
あ
る
。

・
 
光
分
解
反
応
で
の
量
子
収
率
の
把
握
、
完
全
分
解
反
応
の
評
価
に
必
要
な
発
生
炭
酸
ガ
ス
の
同
定
（
吸
着
作
用
と
の
分
離
）
を
す
る

必
要
が
あ
る
。

・
 
将
来
の
実
用
化
の
た
め
に
は
、
基
板
と
な
る
多
孔
膜
の
比
表
面
積
の
把
握
、
基
板
と
の
密
着
性
評
価
、
光
源
と
光
触
媒
の
配
置
関
係
、

光
分
解
反
応
の
律
速
過
程
の
把
握
を
念
頭
に
お
い
て
研
究
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。



（別紙）

ダイオキシン類・環境ホルモン対応評価・助言会議委員名簿

議長　小泉　　明　　(社)日本医師会副会長

委員　太田　文雄　　産業廃棄物処理事業振興財団　理事長

角田　禮子　　主婦連合会参与

楠田　哲也　　九州大学大学院工学研究科教授

鈴木　継美　　東京大学名誉教授

高橋　正俊　　住友化学工業（株）副社長

都留　信也　　日本大学生物資源科学部総合研究所教授

永田　勝也　　早稲田大学理工学部教授

松永　　是　　東京農工大学工学部生命工学科教授

宮崎　　章　　岡山県工業技術センター長

森田　昌敏　　独立行政法人国立環境研究所統括@研究官

（５０音順、敬称略）

ダイオキシン類・環境ホルモン対応評価・助言会議の開催経緯

平成１２年６月５日

第１回ダイオキシン類・環境ホルモン対応評価・助言会議

○　各事業毎に実施省庁が定めた調査研究の内容、方法、年度毎の達成目標について

事前に評価を行った。

平成１３年４月１９日

第２回ダイオキシン類・環境ホルモン対応評価・助言会議

○　平成１２年度までの、事業の実施報告を行った。

平成１３年６月１８日

第３回ダイオキシン類・環境ホルモン対応評価・助言会議

○　平成１２年度までの達成目標に照らして、調査研究内容等について、中間評価を

行い、「初年度の評価書」を取りまとめた。
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